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学位論文に係る評価に当たっての基準 
 
 
（Ａ）修士の学位審査手続きにおける修士論文審査手続き等 公表文 
 
１ 美作大学学位規程第４条に基づき，所属研究科の専攻ディプロマ・ポリシーで定める能力を身につ

けた者に修士の学位を授与する。 
２ 学位論文審査は，美作大学大学院学則に定める修了要件を満たす見込みの者が提出した修士学位

請求論文ごとに設置された論文審査委員会が行う。各委員会の委員は研究科委員会の合議によって

決定する 
ただし，美作大学大学院学則第１４条２項と学位規程第５条２項に基づき，研究科専攻の目的に照

らして適当と認められる場合には，特定の課題について研究した成果を纏めたものを特定課題研究

論文という名称で，修士学位請求論文とすることができる。 
３ 論文審査委員会は提出された論文が以下に示す修士論文・特定課題研究論文評価基準を満たすか

どうかの判定を行う。さらに，最終試験として修士論文公聴会での発表と質疑応答を経て，論文審査

委員会が修士の研究として合格か否かの判定を行い研究科委員会に報告する。研究科委員会は論文

審査委員会の報告に基づき合議の上，修士学位請求者が修士の学位を授与する者に相当するか否か

を決定する。 
４ 各年度における学位請求論文の審査に係る日程等の運営計画などは研究科委員会で決め「学位判

定運営プログラム」として，論文提出予定の修了年次学生に配付する。 
 
 
（Ｂ）修士論文・特定課題研究論文評価基準 公表文 
 
１ 研究テーマがその修士の学位に相応しいものであること。またその研究分野について学位レベル

に見合う研究ができるだけの知識と研究法を身につけていること。さらに研究テーマと当該研究に

おける問題設定の記述が明確になされていること。 
２ 結論や解釈について，論理的に整合性のある議論によって導かれていること。またそのことについ

て適切な記述・論述になっていること。 
さらに，引用・参照の書式が適切であり，註や文献表によって先行研究等が参照されていること。

そしてそれらの書誌記述も含め，文章・図表等についてその研究分野のガイドラインを遵守したもの

になっていること。 
３ その研究分野の研究パラダイムに適合する研究方法（調査方法・実験方法・論証法）が用いられて

いること。さらに，それらに基づいて，分析と考察が具体的に行われていること。 
４ その研究分野において意義があると認められる研究であること。修士論文の場合は当該の学術領

域における意義であり，特定課題研究論文の場合はその実務領域・実務現場における意義とする。 


